
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面 



A1 A2

護岸擁壁
護岸擁壁

右岸側 左岸側

側面図 （A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

1
23

0
0

G1

G6

G12

高松川

平面図 （A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

30 桁長16540 30

300 300

橋長16600

支間長16000

30 桁長16540 30

300 支間長16000

橋長16600

300

A1 A2

右岸側 左岸側

(橋面) (下面)

境港管理組合

mm単　位図示

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

現況一般図 その１(上部工)

全　16　葉 中 の 内　1

令 和　8　年 度 施 行

現況一般図 その１(上部工)

境港市新屋町

100

1
00

1
75

5
20

4
0

260

188

6
00

1
10

0

7
3

2
00

300

11@1025=11275

C

2.0%2.0%

アスファルト舗装 t=50㎜(既存資料より)

5
61

7
44

支承部 中央部

側面図 （A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

60

513

400 2000 7500 2000 400

全幅員12300

L

CL



A1橋台(右岸側) A2橋台(左岸側)

河川方向

護岸擁壁護岸擁壁 護岸擁壁

正面図上流側側面図 下流側側面図正面図下流側側面図 上流側側面図

G1G12 G1 G12

平面図平面図

護岸擁壁 護岸擁壁

G1G12 G1 G12

2
73

0
1
0
5
9
(
推

定
)

2
73

0
1
0
5
9
(
推

定
)

430 830 1100

2360

1100 830 430

2360

2
73

0
1
0
5
9
(
推

定
)

2
73

0
1
05

9
(推

定
)

（A1出力)=1:80
（A3出力)=1:160

河川方向

護岸擁壁

護岸擁壁

護岸擁壁

（A1出力)=1:80
（A3出力)=1:160

12300

1100 800 430

2330

430 800 1100

2330 12300

境港管理組合

mm単　位

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

（A1出力)=1:80
（A3出力)=1:160

現況一般図 その２(下部工)

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

現況一般図 その２(下部工)

全　16　葉 中 の 内　2

令 和　8　年 度 施 行

境港市新屋町



現況一般図 その３(付属物)

A1 A2

右岸側 左岸側

φ90

防護柵詳細図
（A1出力)=1:30

（A3出力)=1:60

鋳鉄高欄

1
10

0

1
10

0

φ75

3
02

2
74

2
45

300 8@2000=16000 300

16600

境港管理組合

mm単　位図示

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

現況一般図 その３(付属物)

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　3

令 和　8　年 度 施 行

支承詳細図 （A1出力)=1:10

（A3出力)=1:20

ゴム

橋名板取付金具詳細図 （A1出力)=1:10

（A3出力)=1:20

t=4
45

4
02
3

50 335 50

435

8
0

2
00

8
0

3
60

台座コンクリート

M08

φ75

排水管詳細図 （A1出力)=1:25

（A3出力)=1:50

正面図 断面図

歩車道境界ブロック

塩ビ管(VP)φ114

150

1
50

8
90



A1 A2

水路壁

水路壁

右岸側 左岸側

側面図 （A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

1
23

0
0

G1

G6

G12

高松川

平面図 （A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

CL

30 桁長16540 30

300 300

橋長16600

支間長16000

30 桁長16540 30

300 支間長16000

橋長16600

300

A1 A2

右岸側 左岸側

※　取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

※　土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※　部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※　本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。

橋面工:伸縮部止水工

橋面工:伸縮部止水工

橋面工:舗装版切断工,
       舗装版破砕工,
       アスファルト舗装工

橋面工:ビーム部分取替工,ひびわれ補修工,断面修復工,表面保護工

下部工:断面修復工 下部工:断面修復工

付属物工:水切り工,取付金具の再設置
上部工:断面修復工,表面保護工

橋面工:ビーム部分取替工,ひびわれ補修工,断面修復工,表面保護工

橋面工:伸縮部止水工

橋面工:伸縮部止水工

橋面工:舗装版切断工,
       舗装版破砕工,
       アスファルト舗装工

付属物工:水切り工,取付金具の再設置
上部工:断面修復工,表面保護工

付属物工：取付金具の再設置

付属物工：取付金具の再設置

付属物工：取付金具の再設置

付属物工：取付金具の再設置

（路面） （下面）
橋面工:伸縮部止水工

橋面工:伸縮部止水工

補修計画一般図

100

1
00

4
0

2606
00

1
10

0

7
3

2
00

300

11@1025=11275

CL

2.0%2.0%

アスファルト舗装 t=50㎜(既存資料より)

5
61

7
44

支承部 中央部

断面図 （A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

513

400 2000 7500 2000 400

全幅員12300

付属物工:水切り工付属物工:水切り工

上部工:断面修復工,表面保護工

       表面保護工
橋面工:ひびわれ補修工,断面修復工, 橋面工:舗装版切断工,舗装版破砕工,アスファルト舗装工,伸縮部止水工

       表面保護工
橋面工:ひびわれ補修工,断面修復工,

橋面工:ビーム部分取替工

橋面工:伸縮部止水工 橋面工:伸縮部止水工

境港管理組合

mm単　位図示

全　16　葉 中 の 内　4図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

補修計画一般図

境港市新屋町

令 和　8　年 度 施 行



G1

G2

G3

G4

G5

G6

G
1

G
2

G
3

G
4

G
5

G
6

G
7

G
8

G
9

G
10

G
11

G
12

G7

G8

G9

G10

G11

G12

A1 A2

Dm1

Dm3

Dm4

Dm5

Dm6

Dm7 Dm8 Dm9 Dm10 Dm11 Dm12

Dm14

Dm15

Dm16

Dm17 Dm18 Dm19 Dm20 Dm21

Dm22 Dm23

Dm24

Dm25

Dm26 Dm27

Dm28

Dm29

Dm30 Dm31

Dm32

Dm33 Dm38 Dm39 Dm41

Dm42 Dm43 Dm44

Dm45 Dm46 Dm47

Dm48 Dm49

Dm40

Dm37Dm36

Dm35Dm34

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G8

G9

G10

G11

G12

Dm2

Dm13

Dm50 Dm51 Dm52

鉄筋露出(剥離のみ)

鉄筋露出

うき

部材名 側点名 寸法(m) 面積(㎡)

Dm28 0.10 × 0.20 0.020 

Dm33 0.10 × 0.10 0.010 

小計(㎡) 0.030 

部材名 側点名 寸法(m) 面積(㎡)

Dm1 0.10 × 0.10 0.010 

Dm2 0.10 × 0.10 0.010 

Dm3 0.10 × 0.10 0.010 

Dm4 0.10 × 0.10 0.010 

Dm5 0.10 × 0.10 0.010 

Dm6 0.10 × 0.10 0.010 

Dm7 0.10 × 0.10 0.010 

Dm8 0.10 × 0.10 0.010 

Dm9 0.10 × 0.10 0.010 

Dm10 0.10 × 0.10 0.010 

Dm11 0.10 × 0.10 0.010 

Dm12 0.10 × 0.10 0.010 

Dm13 0.20 × 0.10 0.020 

Dm15 0.10 × 0.10 0.010 

Dm16 0.10 × 0.10 0.010 

Dm17 0.10 × 0.10 0.010 

Dm18 0.10 × 0.10 0.010 

Dm19 0.15 × 0.15 0.023 

Dm20 0.10 × 0.10 0.010 

Dm21 0.10 × 0.10 0.010 

Dm22 0.10 × 0.10 0.010 

Dm23 0.10 × 0.10 0.010 

Dm24 0.10 × 0.10 0.010 

Dm30 0.10 × 0.10 0.010 

Dm31 0.10 × 0.10 0.010 

Dm32 0.10 × 0.10 0.010 

Dm34 0.10 × 0.10 0.010 

Dm35 0.10 × 0.10 0.010 

Dm36 0.10 × 0.10 0.010 

Dm37 0.10 × 0.10 0.010 

Dm38 0.10 × 0.10 0.010 

Dm39 0.10 × 0.10 0.010 

Dm41 0.10 × 0.10 0.010 

Dm42 0.10 × 0.10 0.010 

Dm43 0.10 × 0.10 0.010 

Dm44 0.10 × 0.10 0.010 

Dm45 0.10 × 0.10 0.010 

Dm46 0.10 × 0.10 0.010 

Dm47 0.10 × 0.10 0.010 

Dm48 0.10 × 0.10 0.010 

Dm49 0.10 × 0.10 0.010 

Dm50 0.10 × 0.20 0.020 

Dm51 0.10 × 0.10 0.010 

Dm52 0.10 × 0.10 0.010 

小計(㎡) 0.473 

部材名 側点名 寸法(m) 面積(㎡)

Dm14 0.10 × 0.30 0.030 

Dm25 0.05 × 0.30 0.015 

Dm26 0.05 × 0.15 0.008 

Dm27 0.15 × 0.50 0.075 

Dm29 0.15 × 0.35 0.053 

Dm40 0.10 × 0.20 0.020 

小計(㎡) 0.201 

凡    例

損傷の種類 表　示

断面修復工
(左官工法・
塩分吸着型)

(0.5mm以上)

ひびわれ

(0.2mm未満)

ひびわれ

(0.2～0.5mm)

ひびわれ

剥離

鉄筋露出

うき

断面修復工

合計(㎡) 0.704

主桁

主桁

主桁

（A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

境港管理組合

ｍ単　位

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

（A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

主桁補修図

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

主桁補修図

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　5

令 和　8　年 度 施 行



G1

G2

G3

G4

G5

G6

G
1

G
2

G
3

G
4

G
5

G
6

G
7

G
8

G
9

G
10

G
11

G
12

G7

G8

G9

G10

G11

G12

A1 A2

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G8

G9

G10

G11

G12

16540

3
25

2
5

表面保護工

凡 例

　P0　 補修工法 補修番号

P

設 置 面

450

P1 P2

P3

表面保護工

下地処理
（サンダーケレン）

シラン系表面含浸材
0.6L/m

2
　表面乾燥後、2～6回塗り

（表面水分率8%以下）

（参考図）

※　標準塗布量：0.60L/m
2
(2～6回塗り)以上とすること。

※　気温5℃以下では施工しないこと。

※　コンクリート表面のサンダーケレンは十分に行うこと。

　　使用しないこと。

※　材料は可使時間内に使用し、可使時間を過ぎたものについては

450

4
68

5
61

8
56

P2

7595

P3

P3
P3

8
56

P3
P3

8
56

P3
P3

8
56

P3
P3

8
56

P3
P3

8
56

P3
P3

8
56

P3
P3

8
56

P3
P3

8
56

P3
P3

8
56

P3
P3

8
56

φ
=114

P4 P4

P4P4

P2

P2P2

P2

7595 450

P1

5
61

4
68

表面保護工

部材名 測点 寸法(m) 面積(㎡)

合計(㎡) 151.251

主桁・床版

P1

P2

P3

P4

0.263 × 16.540

0.450 × 0.162

0.856 × 7.595

個数

2

6

22

4

8.700

-0.437

143.029

-0.041- π/4 × 0.114
2

（A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

1
65

2
63
4
0

2
78

2
78
3
00

1
65

2
63

4
0

1
62

-

2
78

2
78

3
00

2
63

境港管理組合

mm単　位

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

（A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

主桁・床版補修図

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

主桁・床版補修図

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　6

令 和　8　年 度 施 行

※　表面含浸材はシラン系表面含浸材（鉄筋腐食抑制タイプ）とする。



部材名 側点 寸法(m) 面積

Dc32 0.25 × 0.25 0.063 

部材名 側点 寸法(m) 面積

横桁

Dc1 0.20 × 0.30 0.060 

Dc2 0.30 × 0.60 0.180 

Dc3 0.40 × 0.30 0.120 

Dc4 0.20 × 0.20 0.040 

Dc5 0.15 × 0.15 0.023 

Dc6 0.10 × 0.10 0.010 

Dc7 0.25 × 0.25 0.063 

Dc8 0.15 × 0.15 0.023 

Dc9 0.15 × 0.15 0.023 

Dc10 0.65 × 0.65 0.423 

Dc11 0.70 × 0.20 0.140 

Dc12 0.50 × 0.50 0.250 

Dc13 0.30 × 0.15 0.045 

Dc14 0.20 × 0.45 0.090 

Dc15 0.50 × 0.35 0.175 

Dc16 0.15 × 0.15 0.023 

Dc17 0.20 × 0.10 0.020 

Dc18 0.20 × 0.15 0.030 

Dc19 0.30 × 0.35 0.105 

Dc20 0.25 × 0.25 0.063 

Dc21 0.15 × 0.15 0.023 

Dc22 0.35 × 0.15 0.053 

Dc23 0.25 × 0.35 0.088 

Dc24 0.25 × 0.20 0.050 

Dc25 0.50 × 0.45 0.225 

Dc26 0.15 × 0.15 0.023 

Dc27 0.50 × 0.50 0.250 

Dc28 0.20 × 0.15 0.030 

Dc29 0.50 × 0.45 0.225 

Dc30 0.20 × 0.20 0.040 

Dc31 0.70 × 0.70 0.490 

Dc33 0.40 × 0.20 0.080 

Dc34 0.70 × 0.70 0.490 

Dc36 0.10 × 0.10 0.010 

Dc37 0.30 × 0.25 0.075 

Dc38 0.30 × 0.25 0.075 

Dc39 0.30 × 0.25 0.075 

Dc40 0.70 × 0.35 0.245 

Dc41 0.35 × 0.15 0.053 

Dc42 0.20 × 0.20 0.040 

小計(ｍ ) 4.265

Dc35 0.20 × 0.40 0.080

小計(m ) 0.424

横桁

鉄筋露出

断面修復工

うき

合計(m ) 4.689

凡    例

損傷の種類 表　示

断面修復工
(左官工法・
塩分吸着型)

(0.5mm以上)

ひびわれ

(0.2mm未満)

ひびわれ

(0.2～0.5mm)

ひびわれ

剥離

鉄筋露出

うき

河川方向

Dc1 Dc2

Dc3 Dc4

Dc5

Dc6 Dc7 Dc8 Dc9 Dc10 Dc11

Dc12

Dc13 Dc14

Dc15

Dc16 Dc17

Dc18

河川方向

端横桁(A1側)

中間横桁(A1側)

中間横桁(下面)

Dc19

河川方向

中間横桁(A2側)

Dc20

Dc21

河川方向

河川方向

端横桁(A2側)

Dc22

Dc23

Dc24

Dc25 Dc26

Dc27

Dc28 Dc29

Dc30

Dc31 Dc32

Dc33

Dc34 Dc35

Dc36 Dc37

Dc38 Dc39 Dc40

Dc41 Dc42

横桁0101横桁1101

横桁0102 横桁1102

横桁0102 横桁1102

横桁1102 横桁0102

横桁0103 横桁1103

上流側側面

下流側側面

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

2

2

2

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

横桁補修図(その1)

境港管理組合

ｍ単　位

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　7

令 和　8　年 度 施 行

横桁補修図（その1）



河川方向

河川方向

端横桁(A1側)

中間横桁(A1側)

中間横桁(下面)

河川方向

中間横桁(A2側)

河川方向

河川方向

端横桁(A2側)

横桁1101

横桁0102 横桁1102

横桁0102 横桁1102

横桁0102

横桁0103

横桁1102

横桁1103

横桁0101

中間横桁(下面)

上流側側面部下部下流側側面部下部

下流側側面部下部上流側側面部下部

275 300 275

850

4
1

4
20

1
00

1
83

650

4
20

5
355
44

4
50

60

4
50

60

60

4
50

60

4
50

650

1
83 1
00

4
20

4
1

275300275

850

4
20

5
44

5
35 5
44

5
354
20

5
44

5
354
20

5
44

5
354
20

5
44

5
354
20

5
44

5
35 4
20

5
44

5
35 4
20

275 300 275

850

650

4
1

4
20

1
00

1
00

4
1

4
20

650

275 300 275

850

4
50

60 650

P1
P2

P3

P4

P5

P6 P1
P2

P3

P4

P3

P4

P2
P1

P3

P4

P2
P1

P3

P4

P2
P1

P3

P4

P2
P1

P3

P4

P2
P1

P3

P4

P2
P1

P3

P4

P2
P1

P3

P4

P2
P1

P3

P4

P6

P5

P7P7

P7

P6

P5

P3

P4

P1
P2

P4

P3

P2
P1 P1

P2

P3

P4

P2
P1

P2
P1

P2
P1

P2
P1

P2
P1

P2
P1

P2
P1 P6

P5

P3

P4

P3

P4

P3

P4

P3

P4

P3

P4

P3

P4

P3

P4

P3

P4

P5

P6

P3

P1
P2

P1
P2

P3

P7

P7

P7

P3

P1
P2

P3

P1
P2

P3

P1
P2

P3

P1
P2

P3

P1
P2

P3

P1
P2

P3

P1
P2

P3

P1
P2

P3

P1
P2

P1
P2

P1
P2

P1
P2

P1
P2

P1
P2

P1
P2

P1
P2

P3 P3 P3 P3 P3 P3 P3 P3 P3 P3

P1
P2

P1
P2

P3

P5

P6

P6

P5

P6

P5

P8 P8 P8 P8 P8 P8 P8 P8 P8 P8 P8

60
100

60
100

60
100

60
100 100

60

100
60

100
60

100
60

P1

P2

P1

P2

P1

P2

P1

P2

表面保護工

部材名 測点 寸法(m) 面積(m )個数

横桁

P1

P2

P3

P4

1/2 ×( 0.300

0.420 × 0.850

1/2 ×( 0.850

0.183 × 0.650

+ 0.650

44

44

44

22

8P5

1.037

15.708

3.300

2.617

0.3821/2 ×( 0.420

P6

P7

P8

8

6

11

0.259

0.162

3.218

28.179合計(m )

1/2 ×(

+ 0.850 )× 0.041

0.100)×

)×

)×

0.100

0.0600.535

0.450 × 0.060

0.450 × 0.650

+ 0.535

+ 0.544

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

表面保護工

凡 例

　P0　 補修工法 補修番号

P

設 置 面

表面保護工

下地処理
（サンダーケレン）

シラン系表面含浸材
0.6L/m

2
　表面乾燥後、2～6回塗り

（表面水分率8%以下）

（参考図）

※　標準塗布量：0.60L/m
2
(2～6回塗り)以上とすること。

※　気温5℃以下では施工しないこと。

※　コンクリート表面のサンダーケレンは十分に行うこと。

　　使用しないこと。

※　材料は可使時間内に使用し、可使時間を過ぎたものについては

上流側側面部下流側側面部

5
54

450

5
54

450

P9 P9

上流側側面部 下流側側面部

5
54

450

5
54

450

P9P9

P9 6 1.4960.450 × 0.554

上流側側面部下流側側面部

5
54

450

5
54

450

P9 P9

2

2

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

横桁補修図(その2)

※　表面含浸材はシラン系表面含浸材（鉄筋腐食抑制タイプ）とする。

境港管理組合

mm単　位

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

横桁補修図（その2）

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　8

令 和　8　年 度 施 行



G1

G2

G3

G4

G5

G6

G
1

G
2

G
3

G
4

G
5

G
6

G
7

G
8

G
9

G
10

G
11

G
12

G7

G8

G9

G10

G11

G12

A1 A2

D1 D7

D8 D9 D10 D11 D12

D13

D14 D15

D16 D17

D18 D19

D20 D21 D22 D23

D24 D25 D26

D27 D28 D29 D30 D31 D32

D34 D35 D36 D37 D38 D39 D40

D41 D42

D33

D43 D44 D45 D46

D47 D48 D49 D50 D51

D52 D53 D54 D55 D56

D57 D58 D59 D60

D61 D62 D63 D64

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

G8

G9

G10

G11

G12

高松川

・・・断面修復(想定)範囲

D6D5D4D3D2

部材名 側点 寸法(m) 面積(m )

床版

D1 0.30 × 1.40 0.420

D2 0.30 × 0.60 0.180

D3 0.30 × 0.20 0.060

D4 0.30 × 0.50 0.150

D5 0.25 × 0.15 0.038

D6 0.30 × 1.30 0.390

D7 0.30 × 7.60 2.280

D8 0.30 × 0.30 0.090

D9 0.30 × 0.20 0.060

D10 0.30 × 1.10 0.330

D11 0.30 × 0.20 0.060

D12 0.30 × 0.20 0.060

D13 0.30 × 0.10 0.030

D14 0.30 × 0.20 0.060

D15 0.30 × 0.20 0.060

D16 0.30 × 0.20 0.060

D17 0.30 × 0.50 0.150

D18 0.30 × 2.10 0.630

D19 0.30 × 3.50 1.050

D20 0.30 × 0.70 0.210

D21 0.30 × 0.25 0.075

D22 0.30 × 0.25 0.075

D23 0.30 × 7.60 2.280

D24 0.30 × 0.20 0.060

D25 0.30 × 2.20 0.660

D26 0.30 × 7.60 2.280

D27 0.30 × 1.60 0.480

D28 0.30 × 0.25 0.075

D29 0.30 × 0.50 0.150

D30 0.30 × 1.10 0.330

D31 0.30 × 2.40 0.720

D32 0.30 × 1.50 0.450

D33 0.30 × 0.20 0.060

D34 0.30 × 0.20 0.060

D35 0.30 × 0.30 0.090

D36 0.30 × 0.20 0.060

D37 0.30 × 0.20 0.060

D38 0.30 × 2.00 0.600

D39 0.30 × 0.30 0.090

D40 0.30 × 1.20 0.360

D41 0.30 × 0.50 0.150

D42 0.30 × 0.30 0.090

D43 0.30 × 0.20 0.060

D44 0.30 × 0.40 0.120

D45 0.30 × 0.70 0.210

D46 0.30 × 2.50 0.750

D47 0.30 × 0.20 0.060

D48 0.30 × 0.20 0.060

D49 0.30 × 1.30 0.390

D50 0.30 × 0.50 0.150

D51 0.30 × 1.00 0.300

D52 0.30 × 0.25 0.075

D53 0.30 × 0.30 0.090

D54 0.30 × 0.70 0.210

D55 0.30 × 1.30 0.390

D56 0.30 × 1.00 0.300

D57 0.30 × 0.10 0.030

D58 0.30 × 0.70 0.210

D59 0.30 × 0.20 0.060

D60 0.30 × 5.10 1.530

D61 0.30 × 0.40 0.120

D62 0.30 × 5.10 1.530

D63 0.10 × 0.10 0.010

D64 0.30 × 0.90 0.270

合計(m ) 22.548

凡    例

損傷の種類 表　示

断面修復工
(左官工法・
塩分吸着型)

(0.5mm以上)

ひびわれ

(0.2mm未満)

ひびわれ

(0.2～0.5mm)

ひびわれ

剥離

鉄筋露出

うき

断面修復工

鉄筋露出+うき

（A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

2

2

境港管理組合

ｍ単　位

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

（A1出力)=1:100

（A3出力)=1:200

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

床版補修図

境港市新屋町

全  16　葉 中 の 内　9

令 和　8　年 度 施 行

床版補修図



A1橋台(右岸側)

河川方向

正面図下流側側面図 上流側側面図

G1G12

平面図

Da2

Da1

G1G12

部材名 側点 寸法(ｍ) 面積(㎡)

A1橋台

(竪壁)

Da1 0.30 × 0.45 0.135 

Da2 0.30 × 0.80 0.240 

小計(㎡) 0.375 

部材名 側点 寸法(ｍ) 面積(㎡)

A2橋台

(胸壁) Da4 0.20 × 0.30 0.060 

小計(㎡) 0.060

断面修復工

鉄筋露出+うき

うき

合計(㎡) 0.458

A2橋台(左岸側)

河川方向

正面図上流側側面図 下流側側面図

G1 G12

平面図

Da4

G1 G12

凡    例

損傷の種類 表　示

断面修復工
(左官工法)

(0.5mm以上)

ひびわれ

(0.2mm未満)

ひびわれ

(0.2～0.5mm)

ひびわれ

剥離

鉄筋露出

うき

その他

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

（A1出力)=1:50

（A3出力)=1:100

下部工補修図

境港管理組合

ｍ単　位

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

下部工補修図

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　10

令 和　8　年 度 施 行



A1 A2

Df2Df1 Df3 Df4 Df5 Df6 Df8 Df9 Df10

Df11 Df12 Df13 Df14 Df15 Df16 Df17

G1

G12

T1 T2
T3

Df7

T4 T5

T7

T6

高松川

部材名 側点 寸法(ｍ)
面積

地覆

Df1 0.165 × 0.50 0.083 

Df2 0.165 × 0.20 0.033 

Df3 0.165 × 2.00 0.330 

Df4 0.165 × 0.15 0.025 

Df5 0.165 × 1.00 0.165 

Df6 0.165 × 0.80 0.132 

Df7 0.165 × 0.45 0.074 

Df8 0.165 × 0.20 0.033 

Df9 0.165 × 0.20 0.033 

Df10 0.165 × 1.30 0.215 

Df11 0.165 × 0.10 0.017 

Df12 0.165 × 0.10 0.017 

Df13 0.165 × 0.10 0.017 

Df14 0.165 × 0.10 0.017 

Df15 0.165 × 0.10 0.017 

Df16 0.165 × 0.60 0.099 

Df17 0.165 × 0.10 0.017 

合計(㎡) 1.324

(㎡)

鉄筋露出+うき

部材名 側点 寸法(ｍ)
面積

Df1 0.165 × 0.50 0.083 

Df2 0.165 × 0.20 0.033 

Df3 0.165 × 2.00 0.330 

Df4 0.165 × 0.15 0.025 

Df5 0.165 × 1.00 0.165 

Df6 0.165 × 0.80 0.132 

Df7 0.165 × 0.45 0.074 

Df8 0.165 × 0.20 0.033 

Df9 0.165 × 0.20 0.033 

Df10 0.165 × 1.30 0.215 

Df11 0.165 × 0.10 0.017 

Df12 0.165 × 0.10 0.017 

Df13 0.165 × 0.10 0.017 

Df14 0.165 × 0.10 0.017 

Df15 0.165 × 0.10 0.017 

Df16 0.165 × 0.60 0.099 

Df17 0.165 × 0.10 0.017 

合計(㎡)

(㎡)

上流側地覆(下面)

下流側地覆(下面)

部材名 側点
ひびわれ

延長(m)

地覆 T2 0.30 0.25

小計(m) 0.25

部材名 側点
ひびわれ

幅(㎜)

延長(m)

部材名 側点
ひびわれ

延長(m)

T1 0.60 0.40

T3 1.40 1.40

T4 1.00 0.50

T5 1.00 0.25

T6 1.20 0.85

T7 0.50 0.95

小計(m) 4.35

部材名 側点
ひびわれ

幅(㎜)

延長(m)

地覆

T1 0.40

T3 1.40

T4 0.50

T5 0.25

T6 0.85

T7

ひびわれ(幅0.2～0.5㎜未満)

ひびわれ(幅0.5㎜以上)

凡    例

損傷の種類 表　示

断面修復工
(左官工法・
塩分吸着型)

(0.5mm以上)

ひびわれ

(0.2mm未満)

ひびわれ

(0.2～0.5mm)

ひびわれ

剥離

鉄筋露出

うき

水切り工

断面修復工

ひびわれ補修工

合計(m) 4.60

W1-16.54m
(水切り材)

W2-16.54m
(水切り材)

上流側高欄

高欄ビーム部分取替工
L=4.3m

A2A1

A2A1

下流側高欄

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

（A1出力)=1:50

（A3出力)=1:100

地覆補修図（その1）

境港管理組合

ｍ単　位

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

地覆補修図（その1）

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　11

令 和　8　年 度 施 行



表面保護工

凡 例

　P0　 補修工法 補修番号

P

設 置 面

2 5.458

表面保護工

部材名 測点 寸法(m) 面積(㎡)個数

P1 0.165 × 16.540

5.458合計(㎡)

地覆

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

A1 A2

G1

G12

高松川

下流側地覆(下面)

A1 A2

上流側地覆(下面)

16540

16540

P1

P1

1
6
5

1
6
5

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

地覆補修図（その2）

表面保護工

下地処理
（サンダーケレン）

シラン系表面含浸材
0.6L/m

2
　表面乾燥後、2～6回塗り

（表面水分率8%以下）

（参考図）

※　標準塗布量：0.60L/m
2
(2～6回塗り)以上とすること。

※　気温5℃以下では施工しないこと。

※　コンクリート表面のサンダーケレンは十分に行うこと。

　　使用しないこと。

※　材料は可使時間内に使用し、可使時間を過ぎたものについては

境港管理組合

mm単　位

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

地覆補修図（その2）

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　12

令 和　8　年 度 施 行

※　表面含浸材はシラン系表面含浸材（鉄筋腐食抑制タイプ）とする。



凡    例

損傷の種類 表　示

断面修復工
(左官工法)

(0.5mm以上)

ひびわれ

(0.2mm未満)

ひびわれ

(0.2～0.5mm)

ひびわれ

剥離

鉄筋露出

うき

部材名 側点 寸法(m) 面積(㎡)

伸縮装置

De1 0.90 × 0.15 0.135

De2 0.50 × 0.10 0.050

De3 2.30 × 0.16 0.368

De4 0.40 × 0.10 0.040

De5 0.50 × 0.10 0.050

De6 0.50 × 0.10 0.050

De7 0.30 × 0.10 0.030

De8 0.90 × 0.10 0.090

De9 0.30 × 0.10 0.030

De10 3.20 × 0.16 0.512

合計(㎡) 1.355

断面修復工

うき

名　　称 単位

舗装版切断工数量表
（1橋当り）

m舗装版切断工 t=50mm 5.250+1.100

規　　格 備　　考数　量

6.350

名　　称

舗装版破砕　機械積込

単位

舗装版破砕工数量表
（1橋当り）

0.289

0.289m
3

m
3

殻運搬

殼処分

m
2

舗装版破砕工 5.775t=50mm 5.250x1.100

数　量規　　格 備　　考

名　　称 単位 数　量 備　　考

（1橋当り）

表層（車道・路肩部）
5.775m

2

規　　格

5.775x0.050

5.250x1.100

100

1
00

1
75

5
20

4
0

260

188

6
00

1
10

0

7
3

2
00

300

11@1025=11275

CL

2.0%2.0%

5
61

7
44

支承部 中央部

側面図

60

513

400 2000 7500 2000 400

全幅員12300

伸縮部止水工
SMジョイント(Ⅰ型)

バックアップ材

A1 A2

De2

De1

De3

De4

De5

De6

De8

De9

De10

De7

伸縮部止水工
L=7500

30 30

1
15

0
0

7
50

0

伸縮部止水工
L=7500

5
25

0

1100

舗装版切断工
L=5250

舗装版破砕工
A=5.775㎡

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

排水管取付金具再設置
N=1箇所

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100平面図

（A1出力)=1:50
（A3出力)=1:100

舗装版切断工
L=1100

路盤不陸整正工

伸縮部止水工
L=1800

1
80

0
1
80

0

1
80

0
1
80

0

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

伸縮部止水工
L=1800

路上補修図

再生密粒度As(20)　t=5cm(想定)

As殻

プライムコート

5.775m
2

5.250x1.100
路盤不陸整正 RC-30　t=5.7cm(想定)

規　　格 単位 備　　考数　量名　　称

目地充填工

目地充填材

バックアップ材

プライマー工

ポリブタジエン系樹脂

ウレタンフォーム

m

L

L

mL

22.200

23.310

233.100

23.310

1液性ウレタン系プライマー

SMジョイント(Ⅰ型)

単位名　　称

組 4 W = 2.484kg/組SS400取付金具

本 8

組 8

規　　格 数　量 備　　考

溶融亜鉛めっき kg 102種HDZ55

合計鋼材質量 kg 10

個

枚 16

8

ボルト　SS400　M12x40

ナット　SS400　M12(1種)

ワッシャー　SS400　M12用

ボルト・ナット

あと施工アンカースリーブ打込み式　M12

※既設舗装厚を、着手前に確認し、舗装厚を決定する必要がある。

舗装工数量表

（1橋当り）
伸縮部止水工数量表

排水装置補修工数量表
（1橋当り）

22.200×0.030×0.035×1000L/m
3

7.500×2+1.800×4

22.200×0.035×2×150ml/m
2

22.200×0.030×0.035×1000L/m
3

30

3
5

3
5

目地部詳細図 （A1出力)=1:5
（A3出力)=1:10

ポリブタジエン系樹脂

バックアップ材

プライマー塗布

境港管理組合

mm単　位図示

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

60

30 30

5
0

1
00

5
0

2
00

4.
5
φ
114

4.
53

0

14

4040

80

長孔 30x14

1
4

30

30
30

6 123

4
0

8
0

2
0

2
0

BN 12x40

打ち込み式あと施工アンカー

     M12

製作数 : 4

取付金具

VP100用

157

89.51-PL 80ｘ4.5ｘ493

1-PL 80ｘ6ｘ89.5

1-PL 80ｘ6ｘ200

1箇所当り合計  W = 2.484 kg

4-WASHER M12用

2-NUT M12(1種)

2-BOLT M12ｘ40

2-あと施工アンカースリーブ打込み式 M12

（A1出力)=1:10
（A3出力)=1:20排水管詳細図 （A1出力)=1:20

（A3出力)=1:40

245

157

既設排水管
VP100

排水管取付金具再設置

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

路上補修図

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　13

令 和　8　年 度 施 行



A1 A2

水路壁

水路壁

右岸側 左岸側

側面図 （A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

1
23

0
0

G1

G6

G12

高松川

平面図 （A1出力)=1:100
（A3出力)=1:200

30 桁長16540 30

300 300

橋長16600

支間長16000

30 桁長16540 30

300 支間長16000

橋長16600

300

A1 A2

右岸側 左岸側

吊足場　L=15000

吊
足

場
　

L
=1

2
30

0

吊足場　L=15000

凡  例

吊足場(typeA)

14500

8
0
0
5
1
3

8
0
0

5
1
3

14150

CL

1
5
0
0

1
5
0
0

1
5
3
0
0

朝顔(typeB)

境港管理組合

mm単　位図示

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

仮設足場図（参考図）

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

仮設足場図（参考図）

境港市新屋町

全　16　葉 中 の 内　14

令 和　8　年 度 施 行

断面図 （A1出力)=1:40
（A3出力)=1:80

CL

2.0%2.0%

支承部 中央部

断面図 （A1出力)=1:40
（A3出力)=1:80

400 2000 7500 2000 400

全幅員12300

800 513

1500

確
保

6
00

以
上

1
30

0

シート張防護

おやごパイプ
吊りチェーン

ころばしパイプ 安全ネット

800513

1500

1
30

0

足場板 床面シート張り防護
防炎シート

キャンバー等

角材

やらず

建地

朝顔

アスファルト舗装工

舗装版破砕工

施工手順

作業開始

舗装版切断工

伸縮部止水工

交通規制開放

作業終了

交通規制

仮設足場設置

交通規制開放

断面修復工

ひびわれ補修工

表面保護工

仮設足場撤去

水切り工

交通規制

排水管取付金具設置



※　取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

※　土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

t
=0

.
07

5
ｍ

(A
2
橋

台
)

t
=0

.
03

0
ｍ

(伸
縮

装
置

)

補修詳細図（参考図）（その1）

ひびわれ注入工

注入材（エポキシ樹脂系）

取付パイプ @250
低圧注入器 @250

低圧注入器 @250

取付パイプ @250

シーリング

注入材注入

注入器具設置

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

注入器具撤去

仕 上 げ

作業完了

※　鉛直方向のひびわれについては、特に注入材の逸脱に注意すること。

※　注入材は可使時間内に注入を行い、可使時間を過ぎた材料については

　　使用しないこと。

※　注入はひびわれの下方から上方向に向かって、順次注入を行う。

※　注入パイプ取付は25cm間隔を基本とする。

（参考図）

断面修復工(鉄筋追加)(左官工法)
（参考図）

断面修復工(左官工法)

コンクリートはつり

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

鉄筋ケレン

（上部工、地覆）

（鉄筋追加）

 塩分吸着材含有
防錆ペースト塗布

作業完了

W

～
0
.
07

0
mm

t
=0

.
05

0

3.鉄筋追加既設鉄筋

1.はつり工

4.塩分吸着材含有
　防錆ペースト塗布

5.断面修復
（塩分吸着材含有防錆モルタル）

W

3.塩分吸着材含有
　防錆ペースト塗布

4.断面修復
（塩分吸着材含有防錆モルタル）

2.鉄筋ケレン

1.はつり工

2.鉄筋ケレン

断面修復工(鉄筋追加)(左官工法)
（参考図）

断面修復工(左官工法)

コンクリートはつり

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

鉄筋ケレン

（下部工、伸縮装置）

（鉄筋追加）

防錆材塗布

プライマー塗布

断面修復

作業完了

W

は
つ

り
深

さ

鉄筋追加既設鉄筋

3.プライマー塗布

2.ケレン後、防錆材塗布

1.はつり工

4.断面修復
（ポリマーセメントモルタル）

1.はつり工

2.ケレン後、防錆材塗布
4.断面修復
（ポリマーセメントモルタル）

3.プライマー塗布

W

　　使用しないこと。

※　材料は可使時間内に使用し、可使時間を過ぎたものについては

　　ついては、10mm以上のかぶり厚を確保させること。

　　使用しないこと。

※　材料は可使時間内に使用し、可使時間を過ぎたものについては

　　ついては、10mm以上のかぶり厚を確保させること。

接着剤塗布

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

水切り設置

作業完了

下地処理

水切り工
（参考図）

EPDM系ゴム製面木
(面長25)

接着剤塗布

10程度

　　不陸のないよう調整を行うこと。

エポキシ樹脂系接着剤

水切り材

25

2
0

（参考図）
（参考図）

は
つ

り
深

さ

※　気温5℃以下では施工しないこと。

※　鉄筋周辺のうきおよび劣化したコンクリートは除去すること。

　　新たに同径の鉄筋を追加設置すること。

※　端部は、L字カットを行い、フェザーエッジとならない処理を行うこと。

※　鉄筋を追加する場合は、必要な鉄筋継ぎ手長を確保すること。
    重ね継ぎ手長の目安　４０D（D：鉄筋径）
　　４０D　≧　35.7×D
　　　　　 ＝(σsa /(4τoa))×D　･･････････道路橋示方書Ⅲ(コンクリート橋編)P84
　　　　　　　σsa鉄筋の引張強度　SD345　→　200(N/mm2)
　　　　　　　τoaコンクリートの付着応力度　鉄筋構造物強度21 N/mm2　→1.4(N/mm2)
　　　　　 ＝（200/（4×1.4））×D
　　

※　腐食鉄筋のケレンに伴い鉄筋断面が著しく減少した箇所（25%以下）は、

※　断面修復工は、原形復旧を基本とするが、純かぶり10mm未満の箇所に

※　鉄筋周辺のうきおよび劣化したコンクリートは除去すること。

　　新たに同径の鉄筋を追加設置すること。

※　端部は、L字カットを行い、フェザーエッジとならない処理を行うこと。

※　鉄筋を追加する場合は、必要な鉄筋継ぎ手長を確保すること。
    重ね継ぎ手長の目安　４０D（D：鉄筋径）
　　４０D　≧　35.7×D
　　　　　 ＝(σsa /(4τoa))×D　･･････････道路橋示方書Ⅲ(コンクリート橋編)P84
　　　　　　　σsa鉄筋の引張強度　SD345　→　200(N/mm2)
　　　　　　　τoaコンクリートの付着応力度　鉄筋構造物強度21 N/mm2　→1.4(N/mm2)
　　　　　 ＝（200/（4×1.4））×D
　　

※　腐食鉄筋のケレンに伴い鉄筋断面が著しく減少した箇所（25%以下）は、

※　断面修復工は、原形復旧を基本とするが、純かぶり10mm未満の箇所に

塩分吸着材含有
 防錆モルタル

塩分吸着型

下地処理

含浸材塗布

作業完了

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

表面保護工

下地処理
（サンダーケレン）

シラン系表面含浸材
0.6L/m

2
　表面乾燥後、2～6回塗り

（表面水分率8%以下）

（参考図）

※　標準塗布量：0.60L/m
2
(2～6回塗り)以上とすること。

※　気温5℃以下では施工しないこと。

※　コンクリート表面のサンダーケレンは十分に行うこと。

　　使用しないこと。

※　材料は可使時間内に使用し、可使時間を過ぎたものについては

※　表面含浸材はシラン系表面含浸材（鉄筋腐食抑制タイプ）とする。

※　水切り設置面のコンクリートは、

境港管理組合

mm単　位NonScale

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

補修詳細図（参考図）（その1）

境港市新屋町
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※　取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

※　土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

30

ポリブタジエン系樹脂

バックアップ材

プライマー塗布

3
5

3
5

補修詳細図（参考図）（その2）

（参考図）
伸縮部止水工

バックアップ材充填

下地処理

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

目地材充填

プライマー塗布

作業完了

※　施工箇所の清掃を十分に行うこと。

　　使用しないこと。

※　充填材は可使時間内に注入を行い、可使時間を過ぎた材料については

※　充填後は、指触乾を確認後に交通解放を行うこと。

境港管理組合

mm単　位NonScale

図　号

縮　尺

位　置

図　名

港湾名 境　　　　港

起工

外港竹内南地区月見浜橋（改良）工事

補修詳細図（参考図）（その2）

境港市新屋町
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